
　佐賀県は、火災のみならず、古くから川

の氾濫や浸水、台風などの災害に襲われて

きたこともあり、消防団の組織率は非常に

高く、各地の消防団は先頭に立って災害対

応を行ってきました。近年、気候変動によ

り自然災害が頻発化、激甚化する傾向が増

えているなか、益々、消防団に対する期待

は高まっています。

　消防団員の確保は、消防団を設置する市

町が主体的に行ってきましたが、全国的な

流れと同様、団員数が減少傾向にあるな

か、県においても確保対策の推進が求めら

れています。

　佐賀県では、県・市町・佐賀県消防協会

と協議し、それぞれの役割を確認しながら

団員確保に取り組んでいます。

　県は、市町が行う団員の直接勧誘の後押

しを行っています。消防団を身近に感じて

もらい、また、消防団の必要性、重要性に

ついての理解を深め、入団促進につながる

よう、市町・協会が行う確保策の支援（助

成）を行うとともに、様々な広報活動を展

開しています。

（ 1 ）市町の確保策に対する支援（助成）

　市町がその実情に応じ実施する確保対策

に必要な費用の 2分の 1を限度に助成を
行っています。バスのラッピング、ケーブ
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取組の内容2
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ルテレビ、情報誌等で広報を行うほか、

OB団員に謝金を支給して団員勧誘をお願
いし、新規入団数の増加につなげた例もあ

ります。

（ 2 ）メディアによる情報発信

　“佐賀を守る「みんな」のヒーロー消防

団”というロゴを作成し、メディア（テレ

ビ・新聞）で全市町の消防団活動の紹介や

入団を呼びかけ、近年は若い年齢層に対し

SNSを活用した情報発信を展開していま
す。

　新聞では地元紙の一面に全市町の消防団

の若手団員が入団の動機、やりがいなどを

紹介。テレビでは訓練の様子をまとめた

ショートCMや特集番組を放映。YouTube
やインスタグラムでも広報を展開していま

す。

“佐賀を守る「みんな」のヒーロー消防団”ロゴ

県で作成した消防団PR動画
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（ 3 ）プロスポーツチームとのコラボイベ

ント

　県内で人気の高いプロサッカーチーム

「サガン鳥栖」とホームゲームでコラボイ

ベントを実施しています。

　スタジアム周辺にブースを設け、「消防

団員募集中」の広告が入った同チームの卓

上カレンダーなどを配布するほか、ハーフ

タイムには、消防団員がその家族と一緒に

ピッチを周回し、消防団のPRを行っても
らいます。参加団員にとっても大観衆が見

守るなかピッチを周回することは滅多にな

い体験であり、消防団活動のモチベーショ

ンアップにつながるものと考えます。

　今年は、近年、急速に人気が高まったプ

ロバスケットボールチーム「佐賀バルー

ナーズ」とのコラボイベントも行うことと

しています。

　佐賀県では、平成26年（2014年） 4月か
ら被雇用者の増加に伴う平日昼間の消防力

確保のモデルとして、都道府県レベルの自

治体で初めて機能別分団（佐賀市消防団県

庁部）を結成し、「地域のことは自分が守

る」という高い志を持った県職員が消防団

員として活動しています。昨年の10月、県
庁の近くで発生した建物火災の現場に職場

から駆け付け、延焼を防ぐため消火活動に

従事しました。

　佐賀県の消防団員の人口千人あたりの組

織率は、県が統計を取りはじめて以来、令

和 7年度まで23年連続日本一を続けていま
す。今後も、佐賀を守る「みんな」のヒーロー

である消防団員の確保に努めていきます。

その他（県庁消防団の活動）3

県庁消防団の消火活動

おわりに4

ハーフタイムに団員自ら消防団をPR

地元新聞 1 面に県内全消防団の若手団員を紹介
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。
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地域の安全・安心を守る
消防団の皆さんの活動に
エールを!

８月に行われた多久市消防団訓練大会
の様子＝同市陸上競技場

嘉瀬分団の団員らが参加して行われた水防訓
練＝今年５月、佐賀市嘉瀬町の嘉瀬川防災ス
テーション
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